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【１．申請資格 一覧】 

2018 年度 認定医審査の申請者は、以下の要件を全て満たすことをご確認ください。 

(1) 日本国の歯科医師免許証を有すること。 

（2）  日本口腔外科学会の専門医の資格を有すること。 

（3） 

以下のいずれかに準拠した緩和ケア研修会を修了していること。 

•がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修会の開催指針（厚生労働省健康局長通知）

・がん等の診療に携わる医師等に対する緩和ケア研修会の開催指針（厚生労働省健康局長通知）

（4） 本機構の定める認定研修施設において、認定日以降に、機構の定めるがん治療研修（初期研修後、 

通算 2 年以上のフルタイム研修）を終了し、指導責任者による証明がなされていること。 

担当医として経験したがん患者のうち、20 例（予備を含め、25 例まで申請可）の症例が提出できること。 

（5） 2014 年 1月1日から申請時までの期間に以下の業績を有すること。 

① 学会発表 ： 認定医制度規則に定めた「本機構が認める学会」およびその他の学会において発表された

がん診療についての業績 2 件（予備を含め 5 件まで申請可、共同演者も可）

② 論文発表 ： 認定医制度規則に定めた「本機構が認める学会」の学会誌、大学雑誌、医師会雑誌に掲載

されたがん診療についての業績 1 件（予備を含め 3 件まで申請可、共同著者でも可）

（6） 本機構が開催する教育セミナーに参加し、受講後に行われる認定試験に合格していること。 

（7） 2014 年 1月1日から申請時までの期間に、下記学術単位を合計で 20 単位以上取得していること。 

①本機構が開催する教育セミナー参加（必須） 10 単位 

②本機構が認める学会の学術
会参加 3 単位 

③日本臨床腫瘍学会
教
セ
ナー参加

・A セッ
ョン 10 単位 

・Best of ASCO 10 単位 

・B セッション 5 単位 

④日本癌学会の腫瘍別シンポジウム参加 1 セッション参加ごとに 2 単位 （最大 5 単位） 

⑤日本癌治療学会の教育セミナー参加 5 単位 

⑥日本癌治療学会のアップデート教育コースの参加 3 単位 

⑦本機構が認める教育セミナー
及びシン
ジウム等の参加 3 単位 

⑧がんﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙ養成プラン（平成 19～23 年度事業）の修了

・がん医療に携わる専門医師養成コース（大学院教育コース）

*ただし、修了から 5 年以内に限る。

10 単位 

⑨がんﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙ養成基盤推進ﾌﾟﾗﾝ（平成 24～28年度事業）の修了

・地域がん医療に貢献するがん専門医療人の養成に重点を置くコース（大学

院教育コース）

10 単位 

⑨多様なニーズに対応する「がん専門医療人材（がんﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙ）」

養成プラン（平成 29～33 年度事業）の修了

・大学院教育コース 10 単位 

⑩本機構が認める大学/大学院履修コースの修了 10 単位 

⑪日本サイコオンコロジー学会・日本緩和医療学会の

コミュニケーション技術研修会の参加

5 単位 

（複数回修了した場合についても 5

単位） 
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【２．申請の流れ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申請 1～6 ： がん治療認定医申請登録画面 から登録内容入力 

登録受付： 2018 年 12 月 13 日（木）正午 ～ 2019 月 1 月 10 日（木）24 時 

     

         入力内容確定後、申請書印刷  

日本がん治療認定医機構ホームページより Web 登録 

http://www.jbct.jp/sys_auth_app18_d.html 

（トップページ）がん治療認定医（歯科口腔外科）新規  

→ 2018 年度審査申請 → ６. 認定医審査申請受付 

（１）Web 登録  がん治療認定医（歯科口腔外科）審査登録  クリック 

2018年12月13日 
～2019年1月10日 

Web 登録画面へのログイン期限は、2019 年 1 月 10 日（木）です。  

その後は、登録・印刷ともできませんのでご注意ください。 

 

【送付先】 
〒160-0016  東京都新宿区信濃町 35 信濃町煉瓦館 5F 
一般財団法人 国際医学情報センター 内 
日本がん治療認定医機構  認定医資格審査係 宛 

 

 

2018年12月13日 
～2019年1月18日 

（消印有効） 

審査結果発表 2019 年 4 月 1 日（月）正午 （予定） 

①各申請者に個別に通知いたします。 

②ホームページ上に審査合格者の受験番号のみ掲載いたします。 

審査合格者には、審査結果通知書を郵送いたします。また、認定料

のお支払方法をご案内いたします。 

認定料     ： 20,000 円 （消費税込） 

事務手数料 ：   100 円 （消費税込） 

審査合格した場合 

認定料のご入金 

認定証交付 2019 年 6 月上旬 （予定） 

認定料の納付確認後に交付いたします。 

送付先住所等に変更が生じた場合は、必ずお知らせください。 

 

2019 年 
6 月上旬（予定） 

申請書類 ： P. 3 参照 

申請受付 ： 2018 年 12 月 13 日（木）  

   ～ 2019 月 1 月 18 日（木）（消印有効） 

2019年4月1日 正午 （予定） 

2019年 
4月中旬 （予定） 
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【3．申請書類】   

提出する申請書類には、（a）WEB 登録後にシステムから印刷する書類 と、（b）WEB 登録内容を証明するために 

用意する書類 があります。 

☞申請登録（WEB 登録） については p.4-27 をご参照ください。 

 

提出する申請書類
(a)

システムで
登録・印刷

(b)
ご自身で

用意

（よくお読みください）
作成時の注意事項

1 表紙 ○ －  申請者の自署・捺印要

申請１（履歴書） ○ －

歯科医師免許証のコピー － ○

申請資格の認定証コピー － ○
 日本口腔外科学会の専門医認定証コピー
 ※有効期限の切れているものは、不可

緩和ケア研修会「修了証書」のコピー － ○

 「がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修会の開催指針（厚生労働省健康局長通知）もしくは
 「がん等の診療に携わる医師等に対する緩和ケア研修会の開催指針（厚生労働省健康局長通知）」に準拠した
 緩和ケア研修会であること
 i) 以下①および②の押印がないものは、不可
 　　①厚生労働省健康局長印
 　　②研修会主催者または都道府県知事の印
 ※ 印影が見えるようにコピーすること

3 申請２（がん診療に関する職歴） ○ －

4
申請３①
（がん治療研修修了証明書兼症例一覧表） ○ －

 認定研修施設　病院長の公印　及び　指導責任者の署名・捺印要（代筆不可）

 指導責任者は以下のいずれかに該当する者
 　　①更新を経たがん治療認定医
　　 ②更新を経たがん治療認定医（歯科口腔外科）
     ※暫定教育医は、暫定教育医制度廃止（2018年3月31日）に伴い指導責任者として認められない。

※

申請３②/③
（がん治療研修修了証明書兼症例一覧表）

○ －

 申請3①に記載した認定研修施設においての研修が通算2年に満たない場合、または症例数が20例に満たない場合に
 順次記載。

 申請3①で申請要件を満たす場合は提出不要
 i) 研修期間のみ申請する場合であっても、認定研修施設　病院長の公印　及び　指導責任者の署名･捺印要

申請４がん診療についての業績目録
　　　　（学会発表） ○ －

学会発表を証明するコピー － ○

 以下①～⑤が記載されている各ページのコピーを添付すること
 　①学術集会名
 　②発表年月
 　③題名
 　④演者名・演者の位置
 　⑤抄録（要旨）（別刷可）
 ※ 上記①～⑤が掲載されていれば文献検索画面（医中誌・Pub Med等）の印刷でも可

 i) 申請内容を判別しやすくするため、該当箇所にマーカー等でマークすること
 i) コピーが複数枚になる場合は、ホチキスやクリップ等で発表ごとにまとめ、右上に申請書左端の番号（１・2および
 　 予備1～3）を明記すること
 i) A4サイズに揃えること(縮小・拡大可)

申請５がん診療についての業績目録
　　　　（論文発表） ○

論文発表を証明するコピー － ○

 以下①～⑤が記載されている各ページのコピーを添付すること
 　①掲載誌名
 　②発表年月
 　③題名
 　④著者名・著者の位置
 　⑤抄録（要旨）（別刷可）
 ※ 文献検索画面（医中誌・Pub Med等）の印刷でも可
 ※ in press／acceptの場合、論文掲載の許諾通知書コピーおよび論文全文を提出すること

 i) 申請内容を判別しやすくするため、該当箇所にマーカー等でマークすること
 i) コピーが複数枚になる場合は、発表ごとにまとめ、右上に申請書左端の番号（１・2および予備1～3）を明記すること
 i) A4サイズに揃えること(縮小・拡大可)

申請６学術単位目録 ○

参加を証明するコピー － ○

 学術集会： 「参加証」のコピー
 セミナー： 「受講証明書」のコピー
 i) 参加者氏名、学術集会・セミナー名、開催年月日が明記されていること
 　 名字のみ、名前のみの記載は不可
 i) コピーの場合は、A4サイズに揃えること
 　　いくつかの参加証をA4サイズ1枚に収めることも可
 i) 参加証コピーの右上に学術単位目録の番号を明記すること
 ※ 「学術集会 参加証」がない場合は、次のいずれかでも可
 　  •筆頭演者の場合は『筆頭演者であることがわかる箇所（抄録・プログラム）』のコピー
　　 •座長の場合は『プログラム』のコピー
　　 •各学会における再発行の『参加証明書（学会印要）』
　　 •各学会の『会員ページの受講記録画面』のコピー（名字のみ、会員番号のみの記載は不可）
　　 •その他参加が証明できるもの

※
その他
（改姓・改名の証明となるもののコピー） － ○

 申請氏名と歯科医師免許証・業績等の氏名が異なる場合には、新・旧の氏名が確認できるよう、変更事項を証明する
 公的書類の写し（歯科医師免許証・戸籍謄抄本・運転免許証・旅券等のコピー）を提出すること
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【４．申請登録（Web 登録）】 

（１）ログイン 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

がん治療認定医 → 認定医 2018 申請の受付 → ６. 認定

医審査申請受付 がん治療認定医審査登録 ボタンクリック 

 

①審査申請ボタン 

 
 

がん治療認定医 → 認定医（歯科口腔外科）2018 申請の受

付 → ６. 認定医審査申請受付 がん治療認定医（歯科口

腔外科）審査登録 ボタンクリック 

 

①審査申請ボタン （歯科口腔外科用） 

 
 

試験合格者ログイン ボタンクリック 

③ログイン 

 
 

がん治療認定医は、がん治療認定医の申請登録画面、 

 がん治療認定医（歯科口腔外科）は、がん治療認定医（歯科口腔外科）の申請登録画面 

 該当する画面よりそれぞれお間違えのないように、登録をしてください。 

受験番号 

がん治療認定医試験に合格した際の受験番号を入力 

2018 年度合格者 T１８XXXX 〔T + 半角数字６桁〕 
2017 年度合格者 T１７XXXX 〔T + 半角数字６桁〕 
2016 年度合格者 T１６XXXX 〔T + 半角数字６桁〕 
2015 年度合格者 T１５XXXX 〔T + 半角数字６桁〕 
2014 年度合格者 T１４XXXX 〔T + 半角数字６桁〕 

受講番号 

がん治療認定医教育セミナーの受講証明を取得した際の受講番号を入力 

2018 年度合格者 S１８XXXX 〔S + 半角数字６桁〕 
2017 年度合格者 S１７XXXX 〔S + 半角数字６桁〕 
2016 年度合格者 S１６XXXX 〔S + 半角数字６桁〕 
2015 年度合格者 S１５XXXX 〔S + 半角数字６桁〕 
2014 年度合格者 S１４XXXX 〔S + 半角数字６桁〕 

氏名（漢字） 全角 申込登録時と同様の漢字にて入力 
※ 受験番号および受講番号と氏名のシステムチェックを行いますので正確に入力してください。 

異なる漢字（旧字体等）でご入力されますと、ログインできませんので、ご注意ください。 
※ スペース（空白）や英数角全角をご入力されますと、ログインできませんので、ご注意ください。 

②各項目入力 

 

手引きはサンプル画面であり、実際の画面と 

異なる場合があります。 

 

 
2014 

4



 
日本がん治療認定医機構 2018 年度 

申請登録（Web 登録） トップページ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
  

手引きはサンプル画面であり、実際の画面と 

異なる場合があります。 

 

[6]申請登録後に印刷ボタンが有効となります。

表紙および宛名を印刷してください。 

[1]申請毎に編集ボタンをクリックし入力してください。 

申請１・２・３①・４・５・６は、入力必須です。 

※下の申請登録ボタンをクリックする前までは、 

何度でも修正することができます。 [2]最終編集日付が表示されます。 

※申請時には、申請書に印字されている日付

と同じ日付となっていることを確認してくださ

い。 

 

[5]すべての申請が編集されると、申請登録ボタンが

有効となります。 

※申請登録ボタンをクリックするとロックがかかり、 

修正することができませんのでご注意ください。 

 

[3]申請内容を編集・保存後、印刷ボタンが

有効となります。 

申請ごとに印刷ボタンをクリックし申請書を

印刷してください。 

[4]最終印刷日付が表示されます。 

※申請時には、最終編集日以降の日

付であることを必ず確認してくださ

い。 
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（２）申請１ 履歴書 編集・印刷 
①編集 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

    
   

手引きはサンプル画面であり、実際の画面と 

異なる場合があります。 

【氏名】・【フリガナ】・【医籍登録番号】（歯科医籍登録番号）は、 

修正不可です。 

間違って登録されている場合は、正しい登録内容を事務局まで 

メールにてお知らせください。 

 

【メールアドレス】・【性別】 ・【生年月日】・【勤務先名】･【勤務先科目】・【勤務先郵便番号】･【勤務先都道府県】・ 

【勤務先住所】・【勤務先電話番号】・【医師免許登録日】・【緩和ケア研修会】・【送付先】・【送付先住所】・【資格】 は、 

申込登録の際の情報を自動表示しております。登録内容を必ず確認してください。 

変更のある項目については、修正してください。 

海外からの申請は可能ですが、【勤務先電話番号】【送付先住所】に国内の連絡先を入力してください。 

 

【緩和ケア研修会】は、以下のいずれかにに準拠したものに 

限ります。 

・「がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修会の開催指

針」（厚生労働省健康局長通知） 

・「がん等の診療に携わる医師等に対する緩和ケア研修会の

開催指針（厚生労働省健康局長通知）」 

※ 【緩和ケア研修会】の修了証書 No.が不明の場合は「000000」を入

力してください。 

※ 【緩和ケア研修会】の主催責任者承認日は、上段の日付を入力し

てください。 

 

全ての項目の入力・確認後、 

入力内容の確認 クリック 

 

 

T188001 

S188001 

 東京都 

160 0016 

新宿区信濃町 

1-10-100 
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全ての項目の内容を確認後、 

この入力内容を保存 クリック 

内容に誤りがある場合は、 

戻る クリックし、 

編集画面にて修正してくださ

 

入力に誤りがある場合は、 

エラーメッセージが表示され

ます。 

前画面に戻る をクリックし、

編集画面にて修正してくださ

い。 

編集日が更新され、印刷ボタンがクリック

可能となったことを確認してください。 

入力に誤りがある場合 

入力に誤りのない場合 

手引きはサンプル画面であり、実際の画面と 

異なる場合があります。 

 

 
 

 
T188001 

S188001 

 
 

T188001 
S188001 
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②印刷 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

印刷  ボタンが押せるようにな

っているので、クリック 

手引きはサンプル画面であり、実際の画面と 

異なる場合があります。 

 

OK ボタンを押した後、 

ブラウザの印刷ボタンをクリック 

申請書を印刷してください。 

 

※お使いのプリンターにより、端が欠落したり、

２枚になる場合がありますが、内容がわか

るようでしたら問題ありません。 

※受験番号・名前等、欠落している内容を、 

補記してください。 

 

印刷後、ブラウザの×（閉じる）ボタンをク

リックして、前画面に復帰してください。 

 

 
 

T188001 

S188001 

 
T188001 

 
T188001 
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（３）申請２ がん診療に関する職歴 編集・印刷 

 

①編集 

 医師国家試験合格後から現在まで、認定研修施設での職歴（24 ヶ月以上）を優先に、最低週 4 日以上、 

がん患者の診療に従事した職歴を記載してください。 
 
 
 
 
 
 
 

 

手引きはサンプル画面であり、実際の画面と 

異なる場合があります。 

 

初期研修終了後も引続き

同じ病院に勤務されてい

る場合は、初期研修医と

それ以降を別入力してく

ださい。 

 

「期間」の重複はできませ

ん。 

月中で異動した場合は、

どちらか一方の施設に 

一月加算してください。 

「身分」は、病院固有の

名称で構いません。 

 

・ 基礎研究に関する職歴は含めません。 

・ 認定研修施設において、初期研修医以外の職歴が 24 ヶ月以上必要となります。 

・ 経験年月の古い順にご入力ください。入力しきれない場合は、直近のものから 12 施設ご入力ください。 

・ 医師国家試験合格後 2 年間については、必ず初期研修医にチェックしてください。 

・ 現在の勤務先については、期間指定を（勤務開始期間）～申請時としてください。 

海外での職歴は、入力不要です。 

2018年度がん治療認定医審査基準

（症例）は、P.32 をご覧ください。 履歴書より【医師免許登録日】が自動表示されます。 

誤りがある場合は、［申請１］ 履歴書 にて修正してください。 

医師免許登録年 4 月より 2 年間は、必ず初期研修医にチェックしてください。 

※歯科口腔外科は、【歯科医籍登録番号】 です。 

全ての入力・確認後、 

入力内容の確認 クリック 

●【認定研修施設の場合】 
▼で、認定研修施設を選択 
認定研修施設番号を入力 

 
●【認定研修施設でない場合】 
▼でその他を選択 
施設名を入力 
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入力に誤りのない場合 

  

入力に誤りがある場合 

入力に誤りがある場合は、 

エラーメッセージが表示されます。 

前画面に戻る をクリックし、 

編集画面にて修正してください。 

内容を確認後、 

この入力内容を保存 クリック

してください。 

内容に誤りがある場合は、 

戻る クリックし、 

編集画面にて修正してくださ

 

手引きはサンプル画面であり、実際の画面と 

異なる場合があります。 

 

編集日が更新され、印刷ボタン

がクリック可能となったことを確

認してください。 
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②印刷 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

手引きはサンプル画面であり、実際の画面と 

異なる場合があります。 

 

印刷 クリック 

 
 

OK ボタンを押した後、 

ブラウザの印刷ボタンをクリック 

申請書を印刷してください。 

 

※お使いのプリンターにより、端が欠落したり、

２枚になる場合がありますが、内容がわか

るようでしたら問題ありません。 

※受験番号・名前等、欠落している内容を、 

補記してください。 

 

印刷後、ブラウザの×（閉じる）ボタンをク

リックして、前画面に復帰してください。 

 

 T188001 
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（４）申請３ がん治療研修修了証明書 兼 症例一覧表 編集・印刷 
 

①編集 

 認定研修施設で担当医として経験したがん患者の症例を入力します。  

 予備を含めて 25 症例を入力できます。 

 以下に該当する場合は、［申請３②］、必要であれば [申請３③]へ進んでください。 

 

 

 

 

 入力内容は、入力した認定研修施設の病院長 および 指導責任者 による証明が必要です。 

入力の際には「申請３ 記載フローチャート」（p.30） をご参照ください。 

 

 

[入力画面 例] 

手引きはサンプル画面であり、実際の画面と 

異なる場合があります。 

 

申請３①の入力内容が 

・がん治療研修期間が 24 ヶ月未満 

・あるいは 症例が 20 例に満たない 
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※在籍期間・診療期間には、初期研修期間

の入力はしないでください。 

担当医として行なった治療にのみチェッ

クをつけてください。１症例で複数チェック

可です。「その他」の場合は、チェックおよ

び具体的内容を入力してください。 

全ての入力・確認後、 

入力内容の確認 クリック 

※取消ボタンを押すと、入力内容がすべて 

削除されますのでご注意ください。 

予 01，予 02，予 03，予 04，予 05 

予備の症例を 5例まで登録すること

ができます。 

【指導責任者】 

※ がん治療研修を行った認定研修施設に「現在」 常勤している 
  指導責任者を入力してください。 
◆ がん治療認定医に対する指導責任者は、 
  ・更新を経たがん治療認定医 

他科の指導責任者による証明でも認められます。 
 
◆ がん治療認定医（歯科口腔外科）に対する指導責任者は、 
  ・更新を経たがん治療認定医 
  ・更新を経たがん治療認定医（歯科口腔外科） 

 指導責任者であれば、科を問いません。 
 
※「暫定教育医」および「暫定教育医（歯科口腔外科）」は、暫定教

育医制度廃止（2018 年 3 月 31 日）に伴い指導責任者として認
められません。 

診断名には一般名を入力し

てください（略語不可） 
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入力に誤りのない場合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

入力に誤りがある場合 

入力に誤りがある場合は、 

エラーメッセージが表示されます。 

前画面に戻る をクリックし、 

編集画面にて修正してください。 

～ （略） ～ 

内容を確認後、 

この入力内容を保存 クリックし

てください。 

手引きはサンプル画面であり、実際の

画面と異なる場合があります。 

 

編集日が更新され、印刷ボタンが

クリック可能となったことを確認して

ください。 

 
10200021 

内容に誤りがある場合は、 

戻る クリックし、 

編集画面にて修正してくださ
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②印刷 
 ①で入力した内容を、印刷します。 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③入力内容の証明 
  ②で印刷した「申請 3①（入力した場合②もしくは③も同様）」に病院長（公印の押印）、および指導責任者（署名・ 

捺印）による証明をもらいます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

手引きはサンプル画面であり、実際の画面と 

異なる場合があります。 

 

印刷 クリック 

病院長公印が必要です。 

※ 学長・学部長等は認められません。 

指導責任者本人の署名・捺印が
必要です。 

OK ボタンを押した後、 

ブラウザの印刷ボタンをクリック 

申請書を印刷してください。 

 

※お使いのプリンターにより、端が欠落したり、

２枚になる場合がありますが、内容がわか

るようでしたら問題ありません。 

※受験番号・名前等、欠落している内容を、 

補記してください。 

 

印刷後、ブラウザの×（閉じる）ボタンをク

リックして、前画面に復帰してください。 

 

 
10200021 

 
がん田療太郎（がん治療認定医番号 10200021） 
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（５）申請４ がん診療についての業績目録（学会発表） 編集・印刷 
 

 

① 編集 

   2014 年 1 月 1 日から申請時までの期間に発表した、がん診療についての業績を記載してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

手引きはサンプル画面であり、実際の画面と 

異なる場合があります。 

 

注 1：必要な業績は代表的なもの 2 件で、予備を含め 5 件まで申請できます。 
 
注 2：証明用として、①学術集会名、②発表年月、③題名、④演者名・演者の位置、⑤抄録(要旨) が 
 記載されている各ページのコピーを添付し、該当箇所にマーカー等でマークしてください。 

 
※ 上記①～⑤がすべて記載されていれば、医中誌・PubMed などの文献検索画面のコピーや別刷でも可。 
※ 添付した証明で、業績（学会発表）の内容審査があります。 
※ 添付した証明で、上記のすべてが確認できない場合には、評価対象外とさせていただきます。 
 

注 3：申請時点で実際に発表されたもののみ有効とします。 

2018 年度がん治療認定医審査

基準（学会発表）は、P.33 をご覧く

ださい。 

全ての入力・確認後、 

入力内容の確認 クリック 

16



日本がん治療認定医機構 2018 年度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

入力に誤りがある場合 

入力に誤りのない場合 

手引きはサンプル画面であり、実際の画面と 

異なる場合があります。 

 

入力に誤りがある場合は、

エラーメッセージが表示され

ます。 

前画面に戻る をクリックし、 

編集画面にて修正してくださ

い。 

内容に誤りがある場合は、 

戻る クリックし、 

編集画面にて修正してくださ

 

内容を確認後、 

この入力内容を保存 クリックし

てください。 

編集日が更新され、印刷ボタンがクリック

可能となったことを確認してください。 
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②印刷 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

手引きはサンプル画面であり、実際の画面と 

異なる場合があります。 

 

印刷 クリック 

OK ボタンを押した後、 

ブラウザの印刷ボタンをクリック 

申請書を印刷してください。 

 

※お使いのプリンターにより、端が欠落したり、

２枚になる場合がありますが、内容がわか

るようでしたら問題ありません。 

※受験番号・名前等、欠落している内容を、 

補記してください。 

 

印刷後、ブラウザの×（閉じる）ボタンをク

リックして、前画面に復帰してください。 

 

 T188001 
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（６）申請５ がん診療についての業績目録（論文発表） 編集・印刷 
 

 

①編集 

   2014 年 1 月 1 日から申請時までに掲載された、がん診療についての業績を記載してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ 必要な業績は代表的なもの 1 件で、予備を含め 3 件まで申請できます。論文の内容審査があります。 

・ 対象論文は、申請時点で掲載誌が発行されているもの、in press（論文掲載許諾後印刷中の論文）あるいは
accept となっているもののみです。in press/accept の論文を提出する場合は、論文掲載を許諾する通知書のコ
ピーおよび論文原稿（全文）を添付してください。  

 
・ 証明用として、①掲載誌名、②発表年月、③題名、④著者名・著者の位置、⑤抄録(要旨) が 
 記載されている各ページのコピーを添付し、該当箇所にマーカー等でマークしてください。 
   上記①～⑤が証明できれば、掲載誌などの印刷物のコピー、掲載誌の別刷、 
   医中誌・PubMed などの文献検索画面の印刷でも可とします。 
   ※ 添付した証明で、上記のすべてが確認できない場合には、評価対象外とさせていただきます。 

・ in press/ accept の場合は、発表年月に「採用された年月」を、掲載巻・ページに「accept」あるいは「in press」と
記載してください。 

・ 電子版ジャーナルの場合は、掲載巻・ページには doi を記載してください。 

 

手引きはサンプル画面であり、実際の画面と 

異なる場合があります。 

 

全ての入力・確認後、 

入力内容の確認 クリック 

2018 年度がん治療認定医審査

基準（論文発表）は、P.34 をご覧く

ださい。 
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入力に誤りがある場合 

入力に誤りのない場合 

入力に誤りがある場合は、エラー

メッセージが表示されます。 

前画面に戻る をクリックし、 

編集画面にて修正してください。 

内容に誤りがある場合は、 

戻る クリックし、 

編集画面にて修正してくださ

 

内容を確認後、 

この入力内容を保存 クリックし

てください。 

手引きはサンプル画面であり、実際の画面と 

異なる場合があります。 

 

編集日が更新され、印刷ボタンがクリック

可能となったことを確認してください。 
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②印刷 

 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

手引きはサンプル画面であり、実際の画面と 

異なる場合があります。 

 

印刷 クリック 

 

OK ボタンを押した後、 

ブラウザの印刷ボタンをクリック 

申請書を印刷してください。 

 

※お使いのプリンターにより、端が欠落したり、

２枚になる場合がありますが、内容がわか

るようでしたら問題ありません。 

※受験番号・名前等、欠落している内容を、 

補記してください。 

 

印刷後、ブラウザの×（閉じる）ボタンをク

リックして、前画面に復帰してください。 
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（７）申請６ 学術単位目録 編集・印刷 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注 1： 2014 年 1 月 1 日から申請時までの期間に取得した下記学術単位を登録してください。 
 

①本機構が開催する教育セミナー参加（必須） 10 単位 

②本機構が認める学会の学術集会参加 3 単位 

③日本臨床腫瘍学会の教育セミナー参加  

・A セッション 10 単位 

・Best of ASCO 10 単位 

・B セッション 5 単位 

④日本癌学会の腫瘍別シンポジウム参加 

   

1 セッション参加ごとに 2 単位 

（最大 5 単位） 

⑤日本癌治療学会の教育セミナー参加 5 単位 

⑥日本癌治療学会のアップデート教育コース 3 単位 

⑦本機構が認める教育セミナー及びシンポジウム等の参加 3 単位 

⑧がんﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙ養成プラン（平成 19～23 年度事業）の修了 

・がん医療に携わる専門医師養成コース（大学院教育コース） 

*ただし、修了から 5 年以内に限る。 

10 単位 

⑨がんﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙ養成基盤推進プラン（平成 24～28年度事業）

の修了 

・地域がん医療に貢献するがん専門医療人の養成に重点を置くコース

（大学院教育コース） 

 

 

10 単位 

 

⑩多様なニーズに対応する「がん専門医療人材（がんプロフェッ

ショナル）」養成プラン（平成 29～33 年度事業）の修了 

10 単位 

 

・大学院教育コース 10 単位 

⑪本機構が認める大学/大学院履修コースの修了 10 単位 

⑫日本サイコオンコロジー学会・日本緩和医療学会の 

コミュニケーション技術研修会の参加 

5 単位 

（複数回修了した場合についても 5 単位） 

     
注 2：必要な学術単位は合計 20 単位で、30 単位まで申請できるものとします。 
 
注 3：証明用として、下記それぞれ添付してください。 

学術集会：「参加証」のコピー    ※参加者氏名、学術集会・セミナー名、開催年月日全てが明記してあること。 

       ※名字のみの記載は不可です。 

セミナー：「受講証明書」のコピー  ※参加者氏名、学術集会・セミナー名、開催年月日全てが明記してあること。 

       ※名字のみの記載は不可です。 

  ※ ない場合は、 
・筆頭演者の場合は『筆頭演者であることがわかる箇所 （抄録・プログラム）』のコピー 
・座長の場合は『プログラム』の該当箇所（学術集会名、氏名の記載されたページ）のコピー 
・各学会による再発行の『参加証明書（学会印要）』『学会の会員ページの受講記録画面のコピー』で、氏名が 
記載されているもの 等、明確に証明できるものを添付してください。 

がんﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙ養成プラン：「修了証」のコピー ※修了者氏名、修了コース名、事業推進責任者の氏名および

印、修了年月日全ての掲載があること。  
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①編集 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

選択した学術集会・セミナー

を決定せずに、学術単位目

録画面に戻ります。 

 

学術単位と対象となる学

術集会・セミナーのチェック

ボックスにチェックをつけて

ください。 

※日本がん治療認定医機

構教育セミナーは選択必

須です。 

手引きはサンプル画面であり、実際の画面と 

異なる場合があります。 

 
リンクをクリックすると、項目の先

頭へジャンプします。 

学術集会・セミナー検索をクリック

すると、以下の画面が開きます。 

選択した学術集会・セミナー

をすべてクリアします（未選

択の状態に戻します）。 

選択した学術集会・セミナー

を決定し、学術単位目録画

面に戻ります。 
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入力に誤りのない場合 

手引きはサンプル画面であり、実際の画面と 

異なる場合があります。 

 

検索画面で選択した学術集

会・セミナーが一覧表示され

ます。 

内容を確認後、 

この入力内容を保存 クリックし

てください。 

内容に誤りがある場合は、 

戻る クリックし、 

編集画面にて修正してくださ

 

入力に誤りがある場合は、エラ

ーメッセージが表示されます。 

前画面に戻る をクリックし、 

編集してください。 

※必要な学術単位は 20 単位

で、30 単位まで申請可能です。 

入力に誤りがある場合 
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②印刷 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

手引きはサンプル画面であり、実際の画面と 

異なる場合があります。 

 

編集日が更新され、印刷ボタンが 

クリック可能となったことを確認して 

ください。 

印刷ボタンをクリックすると、印刷する

ことができます。 

OK ボタンを押した後、 

ブラウザの印刷ボタンをクリック 

申請書を印刷してください。 

 

※お使いのプリンターにより、端が欠落したり、

２枚になる場合がありますが、内容がわか

るようでしたら問題ありません。 

※受験番号・名前等、欠落している内容を、 

補記してください。 

 

印刷後、ブラウザの×（閉じる）ボタンをク

リックして、前画面に復帰してください。 

 

 T188001 
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ＯK をクリック 

（８）申請登録 （９）表紙・宛名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

申請内容を最終確認 

申請登録 をクリック 

※申請登録完了後（申請登録
ボタンを押した後）は、登録
内容の変更ができませんの
でご注意ください。 

 

申請１～申請６が入力済 

申請登録 が押せるようになる 

手引きはサンプル画面であり、実際の画面と 

異なる場合があります。 
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申請書類が揃っているか表紙でチェック 

申請完了 

印刷後、ブラウザの×（閉じる）ボタ

ンをクリックして、前画面に復帰して

ください。 

出力した宛名を使用して申請書類一式を郵送 

手引きはサンプル画面であり、実際の画面と 

異なる場合があります。 

 

日付と署名を記入 

申請登録完了 

日付+申請登録完了 確認 

表紙・宛名 印刷 

※申請登録完了後、表紙・宛名の印刷ボタンが有効
となります。 
印刷をクリックし、表紙・宛名を出力してください。 

申請書確認 

※ 各申請書の印刷日が必ず編集
日以降となっていることを確認し
てください。 

※ 印刷日が編集日以前の場合は、
申請書を再度印刷してください。 

ブラウザの印刷ボタン を クリック 

申請書を印刷してください。 
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＜宛名見本＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．注意事項 

 

≪申請書類の注意事項≫ 

 WEB 登録画面へのログイン期間は、2019 年 1 月 10 日（木）24 時 です。 

その後は、閲覧・登録・印刷は一切できませんのでご注意ください。 

 提出する申請書および添付書類は、全て A4 サイズ に揃え、コピーあるいは PDF などで 

お手元に保管ください。一度提出された申請書類は、一切返却できません。 

 申請書に虚偽あるいは偽造が認められた場合、認定医制度規則第 5・6条により認定医と

して認定いたしません。また、以後 3 年間、がん治療認定医の申請を認めません。 

 

≪送付時の注意事項≫ 

 書類提出期限は、2019 年 1 月 17 日（木）消印有効 です。 

 郵便局の簡易書留、一般書留、レターパックプラス（赤）にて送付してください。 

普通郵便あるいはレターパックライト（青）で送付し、何らかの事情で不着となった場合、 

申請書類提出期限後の再提出は認めません。 

 複数人まとめて送付する場合は、申請者ごとに封筒に入れ、それぞれのおもて面に 

「宛名」を貼り付けてください。 

 

郵便局のレターパックプラス（赤）で送付する場合 

① 申請書類一式を A4 サイズ（角２）の封筒に入れる。 

② ①の封筒のおもてに上記宛名を貼り付ける。 

③ 封筒ごとレターパックに入れて投函する。 

手引きはサンプル画面であり、実際の画面と 

異なる場合があります。 

 

 1810001 
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【本機構が認める学会一覧】 

（2015 年 6 月 1 日現在） 

● 構成三学会 

1 日本癌学会   2 日本癌治療学会   3 日本臨床腫瘍学会 

● 「日本専門医機構」に定められている基本領域の学会  （計 18学会）

4 日本医学放射線学会 

5 日本眼科学会 

6 日本形成外科学会 

7 日本外科学会 

8 日本産科婦人科学会 

9 日本小児科学会 

10 日本耳鼻咽喉科学会 

11 日本整形外科学会 

12 日本精神神経学会 

13 日本内科学会 

14 日本脳神経外科学会 

15 日本泌尿器科学会 

16 日本皮膚科学会 

17 日本病理学会 

18 日本麻酔科学会 

19 日本臨床検査医学会 

20 日本救急医学会 

21 日本ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ医学会 

● その他の学会  （計 45学会）

22 日本胃癌学会 

23 日本ｲﾝﾀー ﾍ゙ ﾝｼｮﾅﾙﾗｼ゙ ｵﾛｼ゙ ｰ学会 

24 日本化学療法学会 

25 日本核医学会 

26 日本家族性腫瘍学会 

27 日本がん検診・診断学会 

28 日本肝臓学会 

29 日本肝胆膵外科学会 

30 日本緩和医療学会 

31 日本気管食道科学会 

32 日本胸部外科学会 

33 日本血液学会 

34 日本口腔科学会 

35 日本口腔外科学会 

36 日本口腔腫瘍学会 

37 日本甲状腺学会 

38 日本甲状腺外科学会 

39 日本呼吸器学会 

40 日本呼吸器外科学会 

41 日本呼吸器内視鏡学会 

42 日本ｻｲｺｵﾝｺﾛｼﾞｰ学会 

43 日本消化器がん検診学会 

44 日本消化器外科学会 

45 日本消化器内視鏡学会 

46 日本消化器病学会 

47 日本小児外科学会 

48 日本小児血液・がん学会 

49 日本食道学会 

50 日本人類遺伝学会 

51 日本大腸肛門病学会 

52 日本頭頸部癌学会 

53 日本頭頸部外科学会 

54 日本内分泌学会 

55 日本内分泌外科学会 

56 日本乳癌学会 

57 日本乳癌検診学会 

58 日本脳腫瘍学会 

59 日本肺癌学会 

60 日本泌尿器内視鏡学会 

61 日本皮膚悪性腫瘍学会 

62 日本婦人科がん検診学会 

63 日本婦人科腫瘍学会 

64 日本ﾍﾟｲﾝｸﾘﾆｯｸ学会 

65 日本放射線腫瘍学会 

66 日本臨床細胞学会 

● 国際学会  （計 3学会） 

67 American Association for Cancer Research 

68 American Society of Clinical Oncology 

69 European Society for Medical Oncology 

以上 

日本がん治療認定医機構 
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2018 年度 がん治療認定医 申請 3 記載フローチャート 
 

※認定研修施設における研修・症例は、その施設が認定を受けた日以降のもののみ提出可能です。 
※医師国家試験合格後 2年間の初期基盤診療科研修期間は、認定研修施設における研修期間に含めることは 
できません。また、この間の症例は提出できません。 

※フルタイム研修は、目安として週４日以上です。 
 ※以下のフローチャートのいずれにも該当しない場合は、事務局までお問い合わせください。 

 
 

いいえ 

いいえ はい 

はい 

はい 

一つの認定研修施設（施設 Aとする） 

において、満 24か月以上の研修を 

修了している。 

施設 Aと、もう一つの認定研修施設（施設

B）を合わせると、担当医として経験した

症例を 20例以上提出可能である。 

申請３①②を提出 
申請３①  

 施設 Aの 

病院長公印・指導責任者署名捺印 

申請３②  

 施設 Bの 

病院長公印・指導責任者署名捺印 

 

※症例は、①と②の合計で 20例以上あ

れば可。 

 ②で 20例以上あれば、①は症例記載

なしでも可とする。 

施設 Aと、もう一つの認定研修施設（施設 B）

を合わせると、通算 24 か月以上の研修を修

了しており、担当医として経験した症例を

20例以上の提出可能である。 

申請３①②を提出 
申請３① 

 施設 Aの 

病院長公印・指導責任者署名捺印 

申請３② 

 施設 Bの 

病院長公印・指導責任者署名捺印 

 

※症例は、①と②の合計で 20例以上あれ

ば可。 

 ①②のいずれかで 20例以上あれば、  

他方は症例記載なしでも可とする。 

施設 A、施設 B、さらに別の認

定研修施設（施設 C）を合わせ

ると、通算 24 か月以上の研修

を修了しており、担当医として

経験した症例を 20 例以上の提

出可能である。 

申請３①②③を提出 
申請３① 

 施設 Aの 

病院長公印・指導責任者署名捺印 

申請３② 

 施設 Bの 

病院長公印・指導責任者署名捺印 

申請３③ 

 施設 Cの 

病院長公印・指導責任者署名捺印 

 

※症例は、①～③の合計で 20 例以上あれば

可。 

 いずれかの施設において 20例以上あれば、

残りの施設は症例記載なしでも可とする。 

認定研修施設（複数でも可）において、 

通算 24か月以上のフルタイム研修を 

修了し、担当医としてがん患者の治療

を通算 20例以上経験している。 
はい  ： 

 

いいえ ： 

はい 

はい 

はい 

いいえ 

施設 Aにおいて、担当医として 

経験した症例を 20例以上提出可能である。 

申請３①のみ提出 
施設 Aの 

病院長公印・指導責任者署名捺印 
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一般社団法人日本がん治療認定医機構

学術単位として認定された学会の学術集会 （2018年度新規申請者用） 2018年4月1日現在

Ａ 国内学会

Ａ-1. 単独開催

学会名 学術集会名

あ行 日本医学放射線学会 総会 第77回 (4月) 第76回 (4月) 第75回 (4月) 第74回 (4月) 第73回 (4月)

日本胃癌学会 総会 第90回 (3月) 第89回 (3月) 第88回 (3月) 第87回 (3月) 第86回 (3月)

日本インターベンショナルラジオロジー学会 総会 第47回 (5,6月) 第46回 (5月) 第45回 (5月) 第44回 (5月) 第43回 (6月)

か行 日本化学療法学会 総会 第66回 (5,6月) 第65回 (4月) 第64回 (6月) 第63回 (6月) 第62回 (6月)

日本核医学会 学術総会 第58回 (11月) 第57回 (10月) 第56回 (11月) 第55回 (11月) 第54回 (11月)

日本家族性腫瘍学会 学術集会 第24回 (6月) 第23回 (8月) 第22回 (6月) 第21回 (6月) 第20回 (6月)

日本眼科学会 総会 第122回 (4月) 第121回 (4月) 第120回 (4月) 第119回 (4月) 第118回 (4月)

日本癌学会 学術総会 第77回 (9月) 第76回 (9月) 第75回 (10月) 第74回 (10月) 第73回 (9月)

日本がん検診・診断学会 総会 第26回 (9月) 第25回 (8月) 第24回 (9月) 第23回 (8月) 第22回 (7月)

日本肝臓学会 総会 第54回 (6月) 第53回 (6月) 第52回 (5月) 第51回 (5月) 第50回 (5月)

日本肝胆膵外科学会 学術集会 第30回 (6月) 第29回 (6月) 第28回 (6月) 第27回 (6月) 第26回 (6月)

日本癌治療学会 学術集会 第56回 (10月) 第55回 (10月) 第54回 (10月) 第53回 (10月) 第52回 (8月)

日本緩和医療学会 学術大会 第23回 (6月) 第22回 (6月) 第21回 (6月) 第20回 (6月) 第19回 (6月)

日本気管食道科学会 総会・学術講演会 第70回 (11月) 第69回 (11月) 第68回 (11月) 第67回 (11月) 第66回 (11月)

日本救急医学会 総会・学術集会 第46回 (11月) 第45回 (10月) 第44回 (11月) 第43回 (10月) 第42回 (10月)

日本胸部外科学会 定期学術集会 第71回 (10月) 第70回 (9月) 第69回 (9月) 第68回 (10月) 第67回 (9,10月)

日本形成外科学会 総会・学術集会 第61回 (4月) 第60回 (4月) 第59回 (4月) 第58回 (4月) 第57回 (4月)

日本外科学会 定期学術集会 第118回 (4月) 第117回 (4月) 第116回 (4月) 第115回 (4月) 第114回 (4月)

日本血液学会 学術集会 第80回 (10月) 第79回 (10月) 第78回 (10月) 第77回 (10月) 第76回 (10,11月)

日本口腔科学会 学術集会 第72回 (5月) 第71回 (4月) 第70回 (4月) 第69回 (5月) 第68回 (5月)

日本口腔外科学会 総会・学術大会 第63回 (11月) 第62回 (10月) 第61回 (11月) 第60回 (10月) 第59回 (10月)

日本口腔腫瘍学会 総会・学術大会 第36回 (1月) 第35回 (1月) 第34回 (1月) 第33回 (1月) 第32回 (1月)

日本甲状腺学会 学術集会 第61回 (11月) 第60回 (10月) 第59回 (11月) 第58回 (11月) 第57回 (11月)

日本甲状腺外科学会 学術集会 第51回 (10月) 第50回 (10月) 第49回 (10月) 第48回 (10月) 第47回 (10月)

日本呼吸器学会 学術講演会 第58回 (4月) 第57回 (4月) 第56回 (4月) 第55回 (4月) 第54回 (4月)

日本呼吸器外科学会 総会 第35回 (5月) 第34回 (5月) 第33回 (5月) 第32回 (5月) 第31回 (5月)

日本呼吸器内視鏡学会 学術集会 第41回 (5月) 第40回 (6月) 第39回 (6月) 第38回 (6月) 第37回 (4月)

さ行 日本サイコオンコロジー学会 総会 第31回 (9月) 第30回 (10月) 第29回 (9月) 第28回 (9月) 第27回 (10月)

日本産科婦人科学会 学術講演会 第70回 (5月) 第69回 (4月) 第68回 (4月) 第67回 (4月) 第66回 (4月)

日本耳鼻咽喉科学会 総会・学術講演会 第119回 (5月) 第118回 (5月) 第117回 (5月) 第116回 (5月) 第115回 (5月)

日本消化器がん検診学会 総会 第57回 (6月) 第56回 (6月) 第55回 (6月) 第54回 (6月) 第53回 (6月)

日本消化器外科学会 総会 第73回 (7月) 第72回 (7月) 第71回 (7月) 第70回 (7月) 第69回 (7月)

日本消化器内視鏡学会 総会 第95回 (5月) 第93回 (5月) 第91回 (5月) 第89回 (5月) 第87回 (5月)

日本消化器病学会 総会 第104回 (4月) 第103回 (4月) 第102回 (4月) 第101回 (4月) 第100回 (4月)

日本小児科学会 学術集会 第121回 (4月) 第120回 (4月) 第119回 (5月) 第118回 (4月) 第117回 (4月)

日本小児外科学会 学術集会 第55回 (5,6月) 第54回 (5月) 第53回 (5月) 第52回 (5月) 第51回 (5月)

日本小児血液・がん学会 学術集会 第60回 (11月) 第59回 (11月) 第58回 (12月) 第57回 (11月) 第56回 (11月)

学会名 学術集会名

さ行 日本食道学会 学術集会 第72回 (6月) 第71回 (6月) 第70回 (7月) 第69回 (7月) 第68回 (7月)

日本人類遺伝学会 大会 第63回 (10月) 第62回 (11月) 第61回 (4月) 第60回 (10月) 第59回 (11月)

日本整形外科学会 学術総会 第91回 (5月) 第90回 (5月) 第89回 (5月) 第88回 (5月) 第87回 (5月)

日本精神神経学会 総会 第114回 (6月) 第113回 (6月) 第112回 (6月) 第111回 (6月) 第110回 (6月)

た行 日本大腸肛門病学会 学術集会 第73回 (11月) 第72回 (11月) 第71回 (11月) 第70回 (11月) 第69回 (11月)

日本頭頸部癌学会 （同左） 第42回 (6月) 第41回 (6月) 第40回 (6月) 第39回 (6月) 第38回 (6月)

日本頭頸部外科学会 総会・学術講演会 第28回 (1月) 第27回 (2月) 第26回 (1月) 第25回 (1月) 第24回 (1月)

な行 日本内科学会 総会・講演会 第115回 (4月) 第114回 (4月) 第113回 (4月) 第112回 (4月) 第111回 (4月)

日本内分泌学会 学術総会 第91回 (4月) 第90回 (4月) 第89回 (4月) 第88回 (4月) 第87回 (4月)

日本内分泌外科学会 総会 第30回 (6月) 第29回 (5月) 第28回 (5月) 第27回 (5月) 第26回 (5月)

日本乳癌学会 学術総会 第26回 (5月) 第25回 (7月) 第24回 (6月) 第23回 (7月) 第22回 (7月)

日本乳癌検診学会 学術総会 第28回 (11月) 第27回 (11月) 第26回 (11月) 第25回 (10月) 第24回 (11月)

日本脳腫瘍学会 学術集会 第36回 (12月) 第35回 (11月) 第34回 (12月) 第33回 (12月) 第32回 (11,12月)

日本脳神経外科学会 学術総会 第77回 (10月) 第76回 (10月) 第75回 (9月) 第74回 (10月) 第73回 (10月)

は行 日本肺癌学会 総会 第59回 (11,12月) 第58回 (10月) 第57回 (12月) 第56回 (11月) 第55回 (11月)

日本泌尿器科学会 総会 第106回 (4月) 第105回 (4月) 第104回 (4月) 第103回 (4月) 第102回 (4月)

日本泌尿器内視鏡学会 総会 第32回 (11月) 第31回 (11月) 第30回 (11月) 第29回 (11月) 第28回 (11月)

日本皮膚悪性腫瘍学会 学術大会 第34回 (7月) 第33回 (6,7月) 第32回 (5月) 第31回 (7月) 第30回 (7月)

日本皮膚科学会 総会 第117回 (5,6月) 第116回 (6月) 第115回 (6月) 第114回 (5月) 第113回 (5,6月)

日本病理学会 総会 第107回 (6月) 第106回 (4月) 第105回 (5月) 第104回 (4,5月) 第103回 (4月)

日本婦人科がん検診学会 学術集会 第27回 (9月) 第26回 (9月) 第25回 (11月) 第24回 (8月) 第23回 (11月)

日本婦人科腫瘍学会 学術講演会 第60回 (9月) 第59回 (7月) 第58回 (7月) 第57回 (8月) 第56回 (7月)

日本ペインクリニック学会 大会 第52回 (7月) 第51回 (7月) 第50回 (7月) 第49回 (7月) 第48回 (7月)

日本放射線腫瘍学会 学術大会 第31回 (10月) 第30回 (11月) 第29回 (11月) 第28回 (11月) 第27回 (12月)

ま行 日本麻酔科学会 学術集会 第65回 (5月) 第64回 (6月) 第63回 (5月) 第62回 (5月) 第61回 (5月)

ら行 日本リハビリテーション医学会 学術集会 第55回 (6,7月) 第54回 (6月) 第53回 (6月) 第52回 (5月) 第51回 (6月)

日本臨床検査医学会 学術集会 第65回 (11月) 第64回 (11月) 第63回 (9月) 第62回 (11月) 第61回 (11月)

日本臨床細胞学会 総会（春期大会） 第59回 (6月) 第58回 (5月) 第57回 (5月) 第56回 (6月) 第55回 (6月)

日本臨床腫瘍学会 学術集会 第16回 (7月) 第15回 (7月) 第14回 (7月) 第13回 (7月) 第12回 (7月)

Ａ-2. 合同開催

学会名 学術集会名

日本消化器関連学会機構 日本消化器関連学会週間 （JDDW） 第26回 (11月) 第25回 (10月) 第24回 (11月) 第23回 (10月) 第22回 (10月)

B. 国際学会
学会名 学術集会名

American Association for Cancer Research Annual Meeting 第109回 (4月) 第108回 (4月) 第107回 (4月) 第106回 (4月) 第105回 (4月)

American Society of Clinical Oncology Annual Meeting 第54回 (6月) 第53回 (6月) 第52回 (6月) 第51回 (5,6月) 第50回 (5,6月)

European Society for Medical Oncology Congress 第43回 (10月) 第42回 (9月) 第41回 (10月) 第40回 (9月) 第39回 (9月)

2014年

2014年

2014年

2014年

2016年

2016年

2016年

2016年

2015年

2015年

2015年

2015年

2018年

2018年

2018年

2018年

2017年

2017年

2017年

2017年
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子
版
ジ
ャ
ー
ナ
ル
は
、

do
i
が
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
に
限
り

可
。

 

・
「
in

 p
re

ss
」「

ac
ce

p
t」
は
、
論
文
掲
載
を
許
諾
す
る
通
知
書
の

 

コ
ピ
ー
と
論
文
原
稿
（
全
文
）
を
提
出
で
き
る
場
合
に
限
り
可
。

 

 

著
者
の
位

置
 

筆
頭

・
共

同
は

問
わ

な
い

。
 

•共
同

著
者

は
、
申

請
者

氏
名

が
記

載
さ
れ
て
い
る
場

合
に
限

り

可
。

 

•申
請

時
と
異

な
る
氏

名
で
発

表
し
た
場

合
は
、
氏

名
変

更
の
証

明
と
な
る
も
の
（
新

旧
の
医

師
免

許
証

コ
ピ
ー

、
戸

籍
抄

本
コ
ピ

ー
等
）
の
提
出
が
あ
れ
ば
可
。

 

 

対
象
と
な

る
 

雑
誌
 

認
定

医
制

度
規

則
に

定
め

た
「

本
機
構
が

認
め
る

学
会

＊
」
の

学
会

誌
、
大

学
雑

誌
、
医

師
会
雑

誌
、
お
よ

び

そ
れ

に
準

ず
る

商
業

誌
・

書
籍

 

注
）
上
記
に
記
載
の
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
申
請
後
、

 

資
格
審
査
委
員
会
に
て
審
査
す
る
。
（
事
前
問
合
せ
不
可
） 

 
•院

内
雑
誌

 

•パ
ン
フ
レ
ッ
ト
 

•小
冊
子

 

論
文
の
種

類
 

 
•原

著
論
文

 
 
•総

説
 

 
•症

例
報
告

 
 

•le
tt

er
 t

o
 e

d
it
o
r 

 
•c

o
rr

es
p
on

d
en

ce
 

 
•著

書
 

•座
談
会

 
 

 
 

 
 

 
 
•委

員
会
の
会
議
録

 

•研
究
報
告
書
な
ど

 

業
績

の
証

明
と

な
る
書
類
 

下
記

①
～

⑤
が

掲
載

さ
れ

た
も

の
の
コ
ピ

ー
を
 

申
請

書
に

添
付

し
て

提
出

す
る

こ
と
。
 

①
掲

載
誌

名
 

 
②

発
表

年
月

 
 
③
題

名
 

④
著

者
名

・
著

者
の

位
置

 
 

⑤
抄

録
（
要
旨
）

 

左
記
①
～
⑤
の
証
明
方
法

 

•掲
載
誌
な
ど
の
印
刷
物
の
コ
ピ
ー

 
•掲

載
誌
の
別
刷

 

•医
中
誌
・
P
u
b
M

ed
な
ど
の
文
献
検
索
画
面
の
印
刷

 

左
記
①
～
⑤
が
提
出
書
類
で
確
認
で
き
な
い
場
合
は
不
可
。

 

  

【
が
ん
治
療
認
定
医
（
歯
科
口
腔
外
科
）に

申
請

の
場

合
】 

臨
床

歯
科

口
腔

外
科

と
し
て
認

め
ら
れ

た
診

療
領

域
[口

唇
，
頬

粘
膜

，
上
下
歯
槽

，
硬

口
蓋

，
舌

前
3

分
の

2
，
口

腔
底

，
軟

口

蓋
，
顎
骨

[顎
関
節
を
含
む

]，
唾

液
腺

[耳
下

腺
を
除

く
]に

限
る
。

 

た
だ
し
、
他
領
域
の
癌
症
例
に
か
か
わ
る
口

腔
ケ
ア
に
限
り
可

。
 

3
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